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1.	 はじめに	 
（１）序章	 
	 今日私たちは世界中から様々なものを自らの手元にお
くことが可能となっている。物流やインターネットの技
術が格段に発達したことにより、物資や情報などといっ
た様々なものが容易に手に入れられる時代となった。	 
	 それらがまだなかった時代において、物資を運ぶ、
伝達する手段として多く用いられていたものは船舶であ
った。都市と都市を船が行き来しそれらは世界中を回る
こととなる。そして船を停泊させるために必要不可欠で
あったものが桟橋である。	 
（２）研究目的	 
 本研究では、桟橋を交易、つまり物流面と人々が癒し
を求めて集う娯楽の二つの観点から、桟橋がどのように
都市を支え、また発展に貢献してきたかを読み解いてい
く。異なる都市において存在する、もしくは存在してい
た桟橋がそのどちらの観点かだったかに焦点を起き、桟
橋自体の意味やその桟橋が都市とどのような関係性を持
っていたかを探る。	 
（３）研究方法 
古地図、文献、アメリカ・イギリスに存在する桟橋（物
流・娯楽の双方）のホームページから得られる情報を読
み取り、都市によって桟橋がどの時代に建設されたか、
どのような意図・目的を持って造られたかを明らかにす
る。またそれら都市自体や周辺区域、市民、他の場所に
住む人々にどのような影響をもたらしたのか、どのよう
な建築物が桟橋上、付近に、存在していたか、街路が	 
	 
	 
どのように敷かれたかなどといった要素を探り、桟橋と
都市、人との関係性がいかなるものかを研究する。	 
	 
２. 桟橋 
	 桟橋は一般的に等間隔に杭を打ちそれを構造体とし、
その上部に木材などのデッキが張られている建造物であ
る。杭は主に剥き出しの構造であり、そのため比較的に
波の流れを妨げず、干満の影響による水位差に柔軟に対
応することが可能である。一方、杭を構造体とせず、コ
ンクリートや石造のより個体的構造物を使用し造られて
いるキー（quay）やワーフ（wharf）などの桟橋は、強固
な構造体によって防波堤などの役割を担っている。	 
	 桟橋は地域によりその桟橋事態の目的や役割が変化す
るため、世界の様々な都市で異なるニュアンスを有して
いる。	 
Pier：ピアは木造の杭の上部にデッキを張り足場を造っ
た建造物である。時代が経つにつれて、その構造体は木
造から鉄造へと変わりより強固なものとなった。	 
	 
	 	 
	 
	 
	 
	 
	 	 	 	 図１	 ニュー・ヨーク	 pier	 
wharf:ワーフは海岸、河岸に位置する建造物であり、船
舶を安全かつ確実に停泊させるための場である。中には
複雑な見た目のものもあるが、大半のワーフは直線的な
形状でありそれらは桟橋のみとしてのもの、ナビゲート
チャンネルとしての補助的な意味を持つものなどがある。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 図２	 ボストン	 ワーフ、倉庫	 
	 
quay：キーは専門的に海岸線、河岸に船舶を停泊させる
ための場所である。その点に関してはピア、ワーフとは
同様であるが、根本的に異なる点は海岸線に対して平行
に建設された建造物だと言うことである。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 	 図３	 イギリス・オーストラリア	 キー	 
	 
２. 物流における桟橋 
（１）種類	 
干潟を伴う都市における桟橋	 
	 桟橋によっては、周辺の海域に巨大な干潟があり、干
潮時にさらけ出された干潟によって貨物線を停泊するこ
とができなくなるってしまう。そのことを避けるため、
干潟のない水域に向かって長く伸びている。そうするこ
とにより干満差の影響を受けることなく物資の積荷、乗
客の乗り降りが可能となっている。	 
干潟を伴わない都市における桟橋	 
	 もう一つの分類として、フィンガーピアと呼ばれる桟
橋が存在する。それらは海域に小規模な干潟が存在しな
い港に建設されたものである。大きな利点としては、内
陸からあまり遠く離れた部分に船舶を停泊させる必要が
なく、またそのため干満差の影響があまりなく、時間に
左右されることなく船舶からの積荷が可能となった。	 
（２）ニュー・ヨークにおける桟橋	 pier	 
当時の入植を統括していたピーター・ストイフェサント
はイーストリバー渦中のマンハッタンの岸に風や氷河か
ら防衛するために最初の桟橋を築くことを命じた。この
桟橋は渡し船などの小規模の船舶のためのものであり、
大量の積荷がやり取りできるものではなかった。しかし
これが後にマンハッタン島の周囲に連なる桟橋、ピアの
始まりであったと言える。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 図４	 ニュー・ヨーク	 1660 年 
	 
a）都市との関係性 
	 1811年に計画された、グリッドタイプの都市計画が物
語っている。島内部に張り巡らされた街路、主にストリ
ート（street）の先には多くのピアが建設されている。
これはつまり、ピアと街路を一体とした都市計画がなさ
れていると考えられる。ピアの役割は、単純な物資のや
り取りを行なう場所のみではなく、島内部からのアクセ
スのしやすさなども計画の中で重要視されていたと言え
る,	 
（３）ボストンにおける桟橋	 wharf 
	 アメリカの重要港の地位を獲得した。そのため港湾施
設は拡大しそれに伴い多くの桟橋、ワーフ（wharf）の建
設が進められた。	 	 
	 ボストン港の干満差は10～12フィートに達し、当時の
ニューイングランドのみならず現在のアメリカ内でも最
大級である。潮位はほぼ半日周期で、干満と満潮が日に2
回ずつあり、潮が引くと海岸には泥、砂、砂利、岩等が
露出するため、ボストン港を利用する船は外海で満潮を
待たなくてはならなかった。 
a）ロングワーフ 
	 ロングワーフは、ボストン本島に現存するワーフの中
でもとりわけ巨大である。1710年に完成したこのワーフ
は幅16m、全長約480mもの長さに達し、50隻もの船が停泊
可能であった。これにより19世紀初期まで、ボストンは
先進的な港の地位を築くことを可能にした。ロングワー
フは商業者だけではなく、ワーフの上に建つ倉庫や商店
などにより直接商品を購入することもでき、当時の市民
にとっても重要な場所であった。またロングワーフは旧
ステート・ハウス、証券取引所、植民地政府などに直結
しており。港と都市内部を繋ぐ重要な港湾施設といった
役割も担っていた。	 
	 ロングワーフの建設は1711年に開始され1715年に終了
し、完成と同時にこのワーフはボストンに成功をもたら
した。商人が使用する倉庫が数多く立ち並びクレーンに
よって船から荷揚げを行なっていた。また18世紀に突入
すると船は以前のものより巨大になり、それはつまり海
岸線にそれらを収容することが出来る巨大なワーフが必
要とされた。干潟に囲まれた半島は干潮の際に姿を現し
停泊することが出来なくなってしまう。ロングワーフは
それらの問題を解決した典型であった。	 
	 
	 
	 	 図５	 1786 年	 ロングワーフ	 
	 
３. 娯楽における桟橋 
（１）船の止まらない桟橋	 pleasure	 pier	 
	 プレジャーピアは19世紀初期にイギリスで初めて建設
された。1813年４月に建設されたライドピア（Ryde	 Pier）
が最も早くのものであり、1821年、レイス（Leith）付近
にトリニティー・チェーンピア、1823年にブライトン・
チェーンピアが続いて建設された。これらのピアは未だ
に現地に残っている。当時鉄道の介入により、初めて多
くの旅行者が水辺のリゾート地へと足を運ぶことができ
るようになった。そのためプレジャーピアはリゾート地
にとってうってつけのものであり、終日休日の行楽客に
水辺を散歩させることを可能にした。	 
a)ブライトンピア	 
	 ブライトンピア（Brighton	 Pier）は、1823年にイング
ランドで構築された最も古い桟橋の一つであり、R	 St.	 
George	 Moore）によって設計された。元来この桟橋の目
的は、フランスのディエップ(Dieppe)からくる乗船客の
ための乗り降りのための優先的な出向客専用船着き場、
そして娯楽の面を重視して用いられていた。	 
	 しかしその商業的価値に気づいた当時の所有者は、一
般的市民に向けてもこのピアに対して入場料を課金する
こととした。さらに土産や菓子類を販売する売店を設置
し、また娯楽の一環として占い師、影絵師などの様々な
要素をこのピアに組み込むこととした。また長さ1760フ
ィート（533,3m）、および通常よりも広いデッキがこの
桟橋の魅力であり、多くの旅客者がこの桟橋でそれぞれ
の余暇を過ごしていた。桟橋のヘッドには1,500席のシア
タールームやダイニングルーム、喫煙室、閲覧室を含む
パビリオンが配置されていた。	 
	 
 
	 	 図６	 ブライトンピア	 左：1830年	 右；1820年 
	 
b)ネイビーピア	 
 ネイビーピアは1914年に建設が開始され、建設費450
万ドルをかけ2年後の1916年に完成した。同年にオープン
し、当時世界で最大規模の桟橋であった。ネイビーピア
は輸送と娯楽の双方の要素を含む桟橋として計画された。
元々の都市計画では5つの桟橋が建設される予定であっ
たが、予定とは大幅な計画のずれによりって一つ、つま
りネイビーピアのみが建設されることとなった。	 
	 
	 
	 	 図７	 図のキャプションは図の下に置く	 
	 
（２）プレジャーピア建設の背景	 
1700年代中期に海水が健康に良いという考えの下、ロン
ドンなどのイギリス国内や他のヨーロッパの大都市の貴
族たちや上流階級が保養と社交のため近郊の海岸にリゾ
ートを開き始めた。やがて海岸にプロムナードが整備さ
れ、桟橋を建設し海の上を散策することが流行し始める。	 
	 またプッレジャーピアは元より娯楽目的のものとそう
でないものに分かれる。しかし桟橋競争の激化によって、
最終的には娯楽を目的としたものに変わった。	 
	 
３. 物流と娯楽のちがい 
（１）ワーキングピア・プレジャーピアの比較	 
a)構造・形態	 
	 ニュー・ヨークのピアは木製の杭を打ち木製のデッキ
を敷いていた。オランダがマンハッタン島に入植してか
らピアが大々的に建設され始めた18世紀末よりこの構造
が使用されていた。しかしボストンのワーフは、都市と
桟橋が一体とした考え方に行き着く。埋め立てにより島
は拡大していき、それはワーフを基準とした者であった。
そのためボストンにおけるワーフは土木的観念を多く含
んでいると考えられる。島と桟橋は別々のものではなく、
島の一部である。	 
	 イギリス・アメリカのプレジャーピアも建設初期は木
製であったが、拡張や改修工事が行なわれる際、木製の
杭から鋳鉄製の杭へと変更されたものが多い。	 
	 上記のことから、構造・形態は杭の素材、ボストンを
除いて明確な違いがなく同様の物である。	 
b)構造・形態	 
	 ニュー・ヨークの桟橋上や港湾にはカウンティングハ
ウスと呼ばれる建築物が建設された。カウンティングハ
ウスは商業目的のために建設された長屋タイプの建築物
である。主にウォーターストリート沿いに建設されシン
プルな煉瓦造の 4 階建てであり、19 世紀初頭には商人達
が使用する店舗、保存・管理するための場、会計事務所
として機能していた。	 
	 ボストンのワーフの周辺にはマーケットが建設された。
クインシーマーケット、ノースマーケット、サウスマー
ケットと３つの施設が建設され、商人や市民はその場所
で売買を行なった。	 
	 多くのプレジャーピアが建設され都市間での競争が激
化された。そのためプレジャーピアの上部には劇場、コ
ンコース、コースターなどの遊園地のような建築、施設
が設置された。またプレジャーピアはエントランスアー
ケードが建設されている。これは海に向かったものでは
なく内陸部に向けたものである。ボストンのマーケット
とは異なり、内陸からの視線を考慮したもので真逆であ
る。	 
c)所有者	 
	 ワーキングピアが建設された土地所有者は、その場所
に桟橋を自ら、または他社に建設をさせ使用料としてマ
ージンを受け取りさらに自らの名前を付けさるようにし
た。そのため、当時のワーキングピアの所有者は土地所
有者である	 
	 プレジャーピアにおいて、それらの所有者は主に企業、
もしくは行政によるものであった。その理由は建設され
た場所が海岸という、一般市民が所有できるものではな
く、また建設理由が都市を観光地化させるべく開発され
ためであった。	 
	 上記のことより、所有者は土地所有者である一般市民、
建設を行なった企業・行政とわけることができる。	 
d)都市との関係性	 
ワーキングピア、プレジャーピア共に桟橋と街路が一体
となった計画が施されていると考えられ。メインストリ
ートの先に桟橋、それは桟橋から都市内部、都市内部か
ら桟橋へのアクセスを容易にさせた。	 
	 上記のことより、ワーキングピア、プレジャーピア共
に街路に深い関係性がある。物流や娯楽と機能は異なる
が、桟橋から都市へ、都市から桟橋へのアクセスの重要
性は同様であったと考えられる。	 
	 
４. 結論 
	 複数の要素から考察し、形態・構造、建築物・設備、
所有者、都市との関係性の共通点、相違点を見いだすこ
とができた。用途が異なる桟橋のため、それに求められ
る要素が計画された。特に建築物や視点は完全に異なり、
明確な違いを見ることができる。しかし共通点である都
市との関係性については、物流・娯楽の両要素共に通り
との関係性が根強いことが明らかになった。	 
	 現在ボストン、ニュー・ヨークに位置するワーキング
ピア・ワーフは当時の物流の機能が失われてしまった。
しかし水上交通や遊覧船、また倉庫建築をコンバージョ
ンし、複合施設へと姿を変えている。物流の機能が失わ
れた結果、娯楽への機能へと生まれ変わった。桟橋は二
度の命が与えられ、今日も都市との関係を気づいている。	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